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はじめに 

ORCA 窓口収入管理システム（以下、本システムと略す）は、ORCA で処理された患者データを利用し、

窓口収入の入金管理を行うシステムです。医療機関の実情に応じて、さまざまな運用に対応可能です。 

 

起動と終了 

 起動は、プログラムメニューから、ORCA 窓口収入管理を起動して下さい。 

 終了は、メイン画面の終了ボタンをクリックして下さい。 

 

ライセンスの登録 

 本システムは、ライセンス登録を行わないと、一定期間経過後は、使用できなくなります。 

 次の画面が表示されたら、オンライン申請をクリックして下さい。 

 試用する場合は、あとで登録をクリックして業務を開始して下さい。 

 ライセンスを登録する場合は、ライセンス登録欄に指定の内容を入力後、ライセンス登録をクリックして 

下さい。 

 
 

 オンライン申請の画面です。インターネット経由で登録画面が表示されますので、必要事項を記入して、 

送信ボタンをクリックして下さい。 

 ライセンス登録のご案内メールをお送りしますので、その内容に従って下さい。 

 



メイン画面 

 本システムのメイン画面です。各業務を実行します。終了ボタンをクリックすると業務を終了します。 

  

 
 

初回起動時の ORCA 設定 

 初回起動時または ORCA と接続ができない場合、ORCA の情報を登録する必要があります。 

 手動で実行する場合は、メイン画面のツールメニューの ORCA 設定をクリックします。 

 

 ORCA の主サーバーの IP アドレス、患者番号の桁数、データベース接続の情報を指定します。 

指定が終わったら、保存をクリックします。 

  



オプションの設定 

 本システムの設定を行います。メイン画面のツールメニューからオプションをクリックします。 

 

 初期値設定 

 つり銭の金額を指定します。 

 匿名モードで運用にチェックを付加すると、患者番号と氏名等を匿名化します。 

 原因調査等で、当方から資料提供のお願いの場合などに使用します。 

  

 

 窓口収入報告書 

 窓口収入報告書の保険外関連の印字内容を設定します。 

 その他１からその他７に関して、印字する名称、外来と入院で、どの自費を集計するかを指定します。 

 その他７のみ、複数の自費を合算することが可能です。 

  

 



入金項目 

ORCA に入力しない現金の入金項目を指定します。 

 

 

 

出金項目 

ORCA に入力しない現金の出金項目を指定します。 

 

 

 



日常の処理 

 入出金項目があれば、データを入力します。 

 メイン画面から、入出金処理の入金または出金を選択し、データを登録します。 

 ただし、この入出金処理データは日付や時間管理を行っておりませんので、適宜全クリアで、データを消 

去して下さい。 

 

入金項目を選択し、金額、備考を指定します。 

 

 

 



窓口締め切り処理の実行 

 ※本システムでは、ORCA の締切り処理は利用しませんので、不要です。 

 ※処理を行う数分間は、ORCA の処理を行なうと正確な数字が算出できません。 

 

 現金の金種毎の枚数確認 

 レジまたは金庫の現金を金種毎に枚数を確認します。 

 

会計データの選択 

 対象データの選択を行います。前回の締め時間＋1 分後から現金確認を行った時刻までを指定します。 

 指定後検索ボタンをクリックすると、データを検索抽出します。 

 

 

 

  



窓口収入票の発行 

確認した金種を指定、発行帳票を選択し、印刷ボタンをクリックすると、窓口収入報告書が発行されます。 

プレビューにチェックを付加しておくと、プレビューが表示されます。 

 

 

 プレビューで過不足に表示がなければ、現金が合っている状態です。 

 
 



プレビュー状態で、上部の印刷をクリックすると、メニューが表示されます。 

印刷をクリックすると、チェック済みのプリンタに印字されます。 

プリンタを変更する場合は、先にプリンタを選択後、印刷をクリックして下さい。 

 

  

 

 

検索結果の CSV 出力 

 検索結果を CSV 形式（カンマ区切り）で、出力することが可能です。 

 このファイルは、MS-EXCEL や宛名ソフト等で読込んで、自由に加工することが可能です。 

 

 CSV 出力をクリックすると、ファイルの保存場所の指定画面が表示されます。指定して保存して下さい。 

  

  

 



 
エラーに関して 

 本システムは、十分なテストのもとに出荷しておりますが、想定しないケースでエラーが発生することも 

あります。万一エラーが発生した場合は、そのエラーメッセージや行っていた操作等を記録して、お問い 

合わせ下さい。内容をお聞きし、対応を行います。  

  

 

最新バージョンの提供 

 最新のバージョンを確認する場合は、ヘルプメニューのバージョンアップ確認をクリックします。 

  

 最新のバージョンが提供されていない場合は、次の表示があります。 

 

 

 最新のバージョンが提供されている場合は、更新確認の画面が表示されますので、必要時は、はいをクリ 

ックします。 

  

 

 

その他 

 機能の追加等に関しては、随時受け付けております。内容によって、別途有料で対応の場合もありますが、 

検討して対応をご連絡します。 

 

以下余白 


